
 

 

 

 

 

 
飯
塚
市
議
会
６
月
議
会
が
終
わ
り
ま
し
た
。
住
民
税
の
天
引
き
、
寡
婦
医
療
費
助

成
の
廃
止
、
お
よ
び
、
議
員
定
数
削
減 

(

３
４
人
か
ら
２
８
人
。
分
区
選
挙
を
次
回

ま
で
延
長)

が
決
ま
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
補
正
の
事
後
承
認
を
求
め
る
議
案
は
、
筑

豊
労
災
病
院
購
入
に
対
す
る
助
成
金
（
福
岡
県
産
炭
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
）
が
、
突

然
、
５
千
万
円
も
減
っ
た
不
透
明
な
経
過
に
批
判
が
集
中
し
否
決
と
な
り
ま
し
た
。 

寡
婦
医
療
助
成
を
廃
止 

（
さ
来
年
１
０
月
か
ら
） 

 

今
回
廃
止
は
、
福
岡
県
の
助
成
中
止
に

便
乗
し
、
市
が
予
算
削
減
を
ね
ら
っ
て

早
々
と
決
め
た
も
の
で
す
。 

現
在
１
０
３
２
人
が
受
け
て
い
ま
す

（
予
算
２
２
０
０
万
円
）
。
命
と
健
康
に
、

ど
ん
な
深
刻
な
影
響
が
生
ま
れ
る
か
、
ま

る
で
考
え
て
い
ま
せ
ん
。 

■ 

鯰
田
工
業
団
地
づ
く
り 

軟
弱
地
盤 

「
利
用
せ
ず
」
が
「
地
盤

改
良
し
利
用
」
へ
変
更
。
工
事
費
増
。 

オ
ー
ト
レ
ー
ス
駐
車
場 

い
っ
た
ん
消

え
た
取
り
込
み
計
画
が
、
最
終
段
階

で
復
活
し
ま
し
た
。 

調
査
報
告
書 

ま
と
も
に
読
ま
ず
、
６

５
１
０
万
円
支
払
い
ま
し
た
。 

土
地
売
買
契
約
書 

鉱
害
な
ど
三
菱
の

リ
ス
ク
押
し
つ
け
が
く
っ
き
り
。 

 

■ 

筑
豊
労
災
病
院
買
取
り 

助
成
金 

内
示
は
１
億
円
だ
っ
た
の

に
、
５
千
万
円
に
減
額
決
定
。 

原
因 

担
当
部
長
が
「
私
が
要
綱
を
見

落
と
し
た
」
と
答
弁
。
ど
ん
な
責
任

を
取
っ
た
か
不
明
で
す
。 

秘
密 

市
民
に
隠
れ
、
県
議
、
県
幹
部
、

金
融
機
関
に
要
請
し
て
い
ま
し
た
。 

市
長 

部
長
に
知
ら
せ
ず
、「
協
会
」（
病

院
側
）
に
独
自
に
面
会
し
た
と
答
弁
。 

市
長
と
企
画
調
整

部
長
は
市
立
病
院
助

成
申
請
を
め
ぐ
り
、
秘

密
に
交
渉
し
て
い
ま

し
た
。 

総
務
委
員
会
で
市

長
は
横
を
向
い
て
、
ほ

お
づ
え
を
つ
く
な
ど
、

常
識
の
な
い
姿
勢
を

と
り
続
け
、
質
問
中
の

川
上
議
員
に
注
意
を

受
け
る
有
様
で
し
た
。 

住
民
税
の
年
金
天
引
き 

（
来
年
１
０
月
か
ら
） 

 

年
金
２
０
０
万
円
、
７
５ 

歳
で
１
人
暮
ら
し
の
場
合
、 

天
引
き
は
３
万
５
千
円
。
介
護
保
険
料
７

万
５
千
円
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
９

万
４
千
円
と
合
わ
せ
る
と
約
２
０
万
４
千

円
に
も
な
り
ま
す
。 

「
年
金
は
減
る
の
に
、
天
引
き
は
増
や

す
」
。
血
も
涙
も
な
い
や
り
方
で
す
。 

報
酬
に
手
を
つ
け
ず 

議
員
定
数
を
削
減 

  

新
た
な
定
数
は
２
８
人
（
飯
塚
１
７
、

穂
波
５
、
筑
穂
２
、
庄
内
２
、
頴
田
２
）
。

「
報
酬
は
安
泰
、
権
限
集
中
、
住
民
と
の

結
び
つ
き
は
弱
ま
り
、
選
挙
で
は
現
職
有

利
」
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か 

公
聴
会
な
ど
住
民
意
見
を
聞
き
、
議
会

機
能
強
化
の
観
点
か
ら
、
定
数
で
は
な
く

報
酬
の
削
減
を
考
え
る
べ
き
で
す
。 

 

 


